
科目区分 専門分野Ⅰ 授業科目 看護学概論 

講師名 荻津 綾子，村山 晴代 

外 1 名 

実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：看護の主要概念を理解し，保健・医療・福祉システムにおける看護の機能と役割の理解を

深める。 

目標： １ 看護の概念を理解する｡ 

２ 看護の構成要素の概念を理解する。 

３ 看護の活動の場における内容と提供のしくみを理解する。 

４ 看護する者の倫理を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 看護の概念 ８時間 

１ 看護の歴史的・社会的背景を理解する。 

２ 看護の定義と構成要素を理解する。 

３ 看護行為の本質を理解する。 

４ 看護の継続性を理解する。  

１ 看護の変遷 

(１) 看護の語源 

(２) 看護の歴史 

(３) 職業としての看護 

２ 看護の定義 

(１) 看護理論家による看護の定義 

ア フローレンス・ナイチンゲール 

イ ヴァージニア・ヘンダーソン 

(２) 看護職能団体による看護の定義 

ア ICN 看護の定義 

 イ 日本看護協会の定義 

(３) 看護の構成要素 

３ 看護の役割と機能 

(１)看護ケア 

ア 「ケア」の語源 

イ ケアとケアリング 

(２)看護実践と質の保障に必要な要件 

ア 芸術としての看護 

イ 個別的看護 



ウ 看護の質の保障に欠かせない要件 

(３)看護の役割・機能の拡大 

４ 看護の継続性と連携 

(１) 入院時の施設間の連携 

(２) 入院中の情報伝達と共有 

(３) 転院時の情報伝達 

(４) 多職種との連携 

(５) 在宅療養を可能にする連携 

２ 人間と環境 ４時間 

１ 身体的・精神的・社会的・霊的に統合された人間を理解する。 

２ 成長・発達する人間を理解する。 

３ 環境の変化に対応して生存する人間を理解する。  

１ 統合体としての人間 

(１) 身体的・精神的・社会的・霊的存在 

(２) 統合の過程 

２ 成長・発達する人間 

(１) 身体的発育 

(２) 精神的・社会的発達 

３ 人間の「暮らし」 

(１) 生活者としての人間 

(２) 家族・集団・地域 

４ 環境 

(１) 人間との関係からみた環境 

(２) 構成要素 

５ 人間の「からだ」「こころ」と環境の関連 

(１) 人体の構造と機能・病態生理 

(２) 環境が健康に及ぼす影響 

(３) ホメオスタシス 

(４) 適応機制 

３ 健康の概念 ３時間 

１ 健康と障害の定義と健康状態の要因・背景を理解する。 

２ 健康状態を統計的視点から多面的に理解する。  

１ 健康の定義 

(１) WHO の定義 

(２) 社会の変遷と健康観の変化 

(３) 健康の概念と位置づけの変化 



２ 障害の定義 

３ 健康の関連要因 

４ 生活と健康を示す統計 

４ 看護実践を支える理論 ６時間 

１ 看護理論の意義と種類を理解する。 

２ 主要な看護理論の看護構成要素の概念と特徴を理解する。 

３ 主要な看護理論の実践への活用を理解する。 

１ 看護理論の意義 

２ 看護理論の種類 

(１) 理論の抽象度による分類 

 ア 広範囲理論 

 イ 中範囲理論 

 ウ 小範囲理論 

(２) テーマによる分類 

３ 看護理論の概要と実践への活用 

(１)  ニード理論 

ア ヴァージニア・ヘンダーソン 

イ フェイ・G・アブデラ 

(２) 人間相互作用理論 

ア ヒルデガード・ペプロウ 

イ ジョイス・トラベルビー 

(３)  システム理論 

  ア シスター・カリタス・ロイ 

(４) セルフケア理論 

ア ドロセア・E・オレム 

(５) ケアリング理論 

ア ジーン・ワトソン 

イ パトリシア・ベナー 

５ 看護の提供の場としくみ ４時間 

１ 看護におけるサービスの考え方を理解できる。 

２ 看護サービスの提供の場と内容を理解できる。 

３ 看護サービスの報酬と評価のしくみが理解できる。  

１ サービスとしての看護 

２ 看護サービスの提供の場 

(１) 医療施設における看護 

 ア 病院（病棟） 



 イ 診療所と病院の外来 

 ウ 介護老人保健施設 

 エ 助産所 

(２) 地域における看護（領域・場） 

 ア 公衆衛生看護 

 イ 学校看護 

 ウ 産業看護 

 エ 在宅看護 

 オ 介護保険サービス事業所  

３ 継続看護と多様な機関・職種との連携 

（１）看護の継続性 

（２）看護職種間の連携・協働 

（３）多職種間の連携・協働 

（４）チームでの活動 

４ 看護サービスと経済のしくみ 

(１) 医療保険制度と診療報酬 

(２) 介護保険制度と介護報酬 

 (３) 看護サービスの評価 

６ 看護倫理 ４時間 

１ 看護師の倫理を理解する。  

１ 職業倫理としての看護倫理 

(１) 倫理を学ぶ目的 

(２) 倫理の定義 

(３) 職業倫理 

(４) 法的責任と看護倫理 

(５) わが国の看護倫理への取り組み 

ア 看護師の倫理規定 

イ 看護者の倫理綱領  

２ 看護実践における倫理問題への取り組み 

(１) 看護の本質としての看護倫理 

(２) 医療をめぐる倫理原則とケアの倫理 

(３) 倫理的葛藤と対応 

(４) 倫理的態度 

(５) 倫理的課題に取り組むしくみ 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：日本看護協会出版会専門分野Ⅰ 基礎看護学〔１〕看護学概論 



現代社：『看護覚え書』第７版 

日本看護協会出版会：看護者の基本的責務 2018 年版 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門分野Ⅰ 授業科目 基礎看護学方法論Ⅰ 

講師名 坂場 真実，阿久津 望  

外 3 名 
実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：看護実践に共通する観察技術と教育的援助技術を習得する。 

目標： １ 身体の機能を正確に把握するための技術を習得する。 

２ 看護における教育的援助技術を習得する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ フィジカルアセスメント 21 時間 

１ 看護におけるフィジカルアセスメントの必要性を理解する。 

２ フィジカルアセスメントに共通する技術を習得する。 

３ 各器官のフィジカルアセスメントに必要な技術を習得する。 

４ 状態に応じたフィジカルアセスメントの方法を理解する。  

１ 看護におけるフィジカルアセスメントの意義 

２ フィジカルアセスメントに共通する基本技術 

 (１) フィジカルアセスメントの原則 

 (２) フィジカルアセスメントの５つの基本技術 

ア 問診（医療面接：インタビュー） 

イ 視診 

ウ 触診 

エ 打診 

オ 聴診 

３ 系統別フィジカルアセスメント 

(１) 系統別アセスメントの目的と方法 

ア 呼吸器系のアセスメント ※ 

イ 心臓・血管系のアセスメント ※ 

ウ 腹部のアセスメント ※ 

エ 筋・骨格系のアセスメント ※ 

オ 感覚器・神経系のアセスメント※ 

(２) 記録と報告 

４ バイタルサインのアセスメント 

５ ヘンダーソンにおける呼吸・循環・体 

温の充足状態 

６ 血圧測定の援助技術 ※ 

２ 学習支援 ８時間 

１ 看護における教育の意義と目的を理解する。 



２ 学習支援をする対象の特徴を理解する。 

３ 患者教育の基礎となる学習の諸理論を理解する。 

４ 学習支援の方法を習得する。  

１ 看護における教育の意義 

 (１)看護の中にある学習支援 

２ 健康に活きることを支える学習支援 

(１) 学習支援の場，学習支援の対象とその支援 

（２）健康状態の変化に伴う学習支援 

３ 学習に関わる諸理論 

（１）自己効力 

ア 自己効力とは 

イ 自己効力を高める４つの情報源 

（２）健康信念モデル 

（３）変化のステージモデル 

４ 個別指導と集団指導の特性と適用 

（１）個人を対象とした学習支援 

（２）集団を対象とした学習支援 

５ 対象にあわせた支援方法 

（１）対象にあわせた目標設定 

（２）自己効力を高める援助 

（３）対象にあわせた媒体の工夫 

６ 学習支援の展開 ※ 

（１）自己効力を高める学習支援方法 ア シナリオ作成 

イ ロールプレイ 

評価方法 筆記試験 

テキスト メディックメディア：フィジカルアセスメントがみえる  

医学書院：専門分野Ⅰ 基礎看護学〔２〕基礎看護技術Ⅰ 

医学書院：専門分野Ⅰ 基礎看護学〔２〕基礎看護技術Ⅰ 

医学書院：専門分野Ⅱ 成人看護学〔１〕成人看護学総論 

医学書院：看護のための教育学 

備考  

 
 
 
 
 



科目区分 専門分野Ⅰ 授業科目 基礎看護学方法論Ⅱ 

講師名 阿久津 望 外 1 名 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：看護実践に共通する安全の確保とコミュニケーション技術を習得する。 

目標： １ 看護における安全を守るための方法を理解する。 

２ 感染防止に必要な知識と基本技術を習得する。 

３ 看護におけるコミュニケーションの意義と方法を理解し，技術を習得する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 安全を守る技術          ２時間 

１ 看護における安全の必要性を理解する。 

２ 療養生活環境を整えるための看護を理解する。  

１ 看護における安全の意義 

２ 環境の意義 

（１）人間と環境 

（２）療養生活における環境 

３ 療養環境のアセスメント 

４ ヘンダーソンにおける環境の充足状態 

５ 環境調整の援助技術 

２ 感染を防止する技術         12 時間 

１ 感染防止における看護師の責務を理解する。 

２ 感染予防に必要な基本的知識を理解する。 

３ 感染予防に必要な基本的技術を習得する。  

１ 感染予防における看護師の責務 

２ 感染防止の意義 

（１）感染成立の条件 

（２）院内感染防止 

３ 標準予防策 

＜スタンダードプリコーション＞ 

（１）手指衛生（衛生学的手洗い）※ 

（２）個人防護用具 ※ 

（３）患者に使用した器具・リネン 

（４）環境対策 

４ 感染経路別予防策 

（１）接触予防策 

（２）飛沫予防策 



（３）空気予防策 

５ 洗浄・消毒・滅菌 

６ 無菌操作 ※ 

ア 保管方法 

イ 滅菌物の取り扱い 

ウ 滅菌バッグ・包装の開き方 

エ 滅菌物の取り出し方 

オ 鉗子・鑷子の取り扱い 

カ 滅菌手袋の着用    

キ 滅菌ガウンの着用   

７ 感染性廃棄物の取り扱いと感染拡大防止の対応 

(１) 感染性廃棄物の判断基準 

(２) 感染性廃棄物の分別・表示 

(３) 感染性廃棄物取り扱いの注意点 

（４）感染拡大防止対策 

３ コミュニケーション技術      15 時間 

１ コミュニケーションの種類と特徴を理解する。 

２ 効果的なコミュニケーションの技法を理解する。 

３ コミュニケーションに障害のある対象とのコミュニケーション方法を理解する。 

４ 人間対人間の関係が確立されるプロセスを理解する。 

５ 自己のコミュニケーション技術を高めるための方法を習得する。  

１ コミュニケーションの概念 

２ コミュニケーションの種類と特徴 

(１) 受け手による分類 

ア パーソナルコミュニケーション 

イ マスコミュニケーション 

(２) 手段による分類 

ア 言語的コミュニケーション 

イ 非言語的コミュニケーション 

(３) 機能による分類 

ア 道具的コミュニケーション 

イ 自己完結的コミュニケーション 

(４) 構造による分類 

ア 両面通行的な相互作用 

イ 一方向的直接的な相互作用 

３ コミュニケーションの過程と基本的構成要素の特徴 



(１) 刺激 

(２) 送り手 

(３) メッセージ 

(４) 伝達経路 

(５) 受け手 

４ コミュニケーションの過程に影響する因子 

(１) 自己が持つ相手への認識 

(２) 表現技術の巧拙 

(３) 場の雰囲気 

(４) 関係者の心的状態や人格特性 

５ 効果的なコミュニケーション技法 

(１) 意図の明快さ 

(２) 傾聴，共感，受容 

(３) 沈黙の意味合いと対応 

(４) 質問法 

６ コミュニケーションに障害のある人への対応 

(１) 失語症，構音障害 

(２) 伝音・感音・神経伝達の障害 

(３) 認知症 

(４) 意識障害 

７ 人間対人間の関係を確立するプロセス 

(１) 初期の出会いの位相 

(２) 同一性の出現の位相 

(３) 共感の位相 

(４) ラポートの位相 

８ コミュニケーション技術を高めるための方法 ※ 

（１）看護場面の再構成  

ア 目的 

イ 場面の選択の意義 

ウ 方法 

（２）ロールプレイ 

ア 目的 

イ 方法 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅰ 基礎看護学〔３〕基礎看護技術Ⅱ 

医学書院：学生のためのヒヤリハットに学ぶ看護技術 



医学書院：根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 第２版 

医学書院：専門分野Ⅰ 基礎看護学〔２〕基礎看護技術Ⅰ 

医学書院：トラベルビー 人間対人間の看護 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門分野Ⅰ 授業科目 基礎看護学方法論Ⅲ 

講師名 飯田 美登利 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：科学的思考に基づき，効果的かつ系統的に看護を展開する方法を習得する。 

目標： １ 看護過程の考え方と展開方法の基本を理解する。 

２ ヘンダーソン看護論に基づく看護過程の展開方法を習得する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 看護過程の考え方と展開方法   10 時間（２）(８)  

１ 看護過程の概念を理解する。 

２ 看護記録の形態と記録方法を理解する。 

３ 看護過程の各段階の意味と展開方法を理解する。 

１ 看護過程とは   

(１) 問題解決過程 

（２）クリティカルシンキング 

（３）根拠に基づく看護（EBN） 

（４）看護過程の構成要素 

ア アセスメント 

イ 看護問題の明確化（看護診断） 

ウ 計画立案  

エ 実施 

オ 評価 

２ 看護記録 

（１）看護記録とは 

（２）記載・管理における留意点 

（３）看護記録の構成 

ア 電子カルテの活用 

イ クリティカルパス 

（４）看護記録の種類 

ア 問題志向型看護記録（PONR） 

イ フォーカスチャーティング 

３ 看護過程の各段階 

（１）アセスメント 

   ア 情報収集 

   イ 情報の分析 

（２）看護問題の明確化（看護診断） 

   ア 看護問題の見極め 

   イ 看護問題と看護診断 

   ウ 看護問題の種類 

   エ 看護問題の標記方法 

   オ 看護問題の優先順位 

カ 共同問題 

キ 看護問題リスト 

(３) 看護計画 



ア 期待される成果（目標）の表記 

イ 看護計画の立案 

（４）実施 

（５）評価 

  ア 期待される成果(目標)の達成状態の判断 

  イ 達成状態に影響した要因の考察 

  ウ 看護問題の解決の判断 

エ 要因の考察に基づく追加・修正 

２ 看護過程の展開      19 時間 

１ ヘンダーソン看護論に基づいて事例の看護過程を展開し，看護過程の展開

方法の実際を理解する。 

１ ヘンダーソン看護論の基本概念 

２ ヘンダーソンの 14 項目  

３ ヘンダーソン看護論に基づく事例を用いた看護過程の展開 ※ 

(１)アセスメント 

ア 情報収集の視点 

(ｱ) 基本的看護の構成要素 

(ｲ) 基本的欲求に影響を及ぼす常在条件 

(ｳ) 基本的欲求を変容させる病理的状態 

イ 基本的欲求の未充足状態の判断 

(ｱ)身体的なアセスメント 

(ｲ)心理・社会的なアセスメント 

ウ 基本的欲求の未充足の原因・関連因子の特定 

(ｱ)常在条件・病理的状態に関す 

る原因・関連因子の特定 

（ｲ）未充足状態間の関連 

（２）看護上の問題の明確化（看護診断）と問題リスト 

（３）計画立案 

ア 目標の設定 

イ 自立を目指した対策の立案 

（４）実施 

（５）評価 

評価方法 筆記試験およびレポート評価 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅰ 基礎看護学〔２〕基礎看護技術Ⅰ 

医学書院：別巻 臨床検査 

日総研：ヘンダーソンの看護観に基づく看護過程 第４版 

医学書院：看護診断ハンドブック 第 11 版 

備考  

 
 
 
 
 
 



科目区分 専門分野Ⅰ 授業科目 基礎看護学方法論Ⅳ 

講師名 鹿尾 祐子，高橋 史子 

坂場 真実 

実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：健康の保持・増進や疾病の予防，健康の回復にむけた日常生活援助技術が実践できる能

力 

を習得する。 

目標： １ 人間にとっての日常生活の意義を理解する。 

２ 日常生活援助の必要性を判断する視点を理解する。 

３ 日常生活における欲求を充足する援助方法を理解する。 

４ 日常生活援助技術を習得する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 活動・休息の援助技術     ８時間 

１ 活動・運動の意義を理解する。 

２ 活動・運動についてアセスメントし，充足する援助方法を理解する。  

３ 活動・運動の援助技術を習得する。 

４ 休息・睡眠の意義を理解する。 

５ 睡眠・休息についてアセスメントし，充足する援助方法を理解する。 

６ 休息・睡眠を促す援助技術を習得する。 

１ 活動・運動の援助技術 

（１）活動・運動の意義 

（２）良い姿勢 

（３）廃用症候群 

（４）良肢位 

（５）体位 

ア 基本体位 

イ 特殊体位 

（６）体位保持（ポジショニング） 

（７）活動・運動の観察とアセスメント 

（８）ヘンダーソンにおける活動の充足状態 

（９）活動・運動の援助 

(10) ボディメカニクス 

(11) 体位変換 

ア 水平移動 ※ 

イ 仰臥位から側臥位 ※ 

ウ 仰臥位から座位 ※ 

エ  座位から立位 ※ 

(12) 移動 

(13) 移乗・移送 ※ 

ア 座位から車椅子移乗※ 



イ ベッドからストレッチャーへの移乗 ※ 

２ 睡眠・休息の援助技術 

(１）休息・睡眠の意義 

ア 睡眠の種類 

(ｱ) レム睡眠 

(ｲ) ノンレム睡眠 

イ 概日リズム（サーカディアンリズム） 

（２）睡眠障害の種類・要因 

（３）休息・睡眠の観察とアセスメント  

（４）ヘンダーソンにおける休息・睡眠の充足状態 

（５）休息・睡眠を促す援助 

ア 睡眠パターンの調整 

イ リラクセーション 

ウ 罨法 

２ 食事の援助技術 ５時間 

１ 食事の意義を理解する。 

２ 食事についてアセスメントし，充足する援助方法を理解する。 

３ 食事の援助技術を習得する。  

１ 食事の援助技術 

（１）食事の意義 

（２）摂食行動 

（３）消化吸収のメカニズム 

（４）栄養状態および食欲・摂食能力のアセスメント 

(５) ヘンダーソンにおける食事の充足状態 

(６) 健康障害時の食事 

(７) 食事・栄養の援助 

ア 食事介助 

イ 摂食・嚥下訓練 

ウ 経管栄養法 ※ 

エ 中心静脈栄養法 

３ 排泄の援助技術 ８時間 

１ 排泄の意義を理解する。 

２ 排泄についてアセスメントし，充足する援助方法を理解する。 

３ 排泄の援助技術を習得する。  

１ 排泄の援助技術 

(１) 排泄の意義  

(２) 排泄のメカニズム 

ア 排尿のメカニズム 

イ 排便のメカニズム 

(３) 排尿・排便障害の種類 

(４) 排泄の観察とアセスメント 

(５) ヘンダーソンにおける排泄の充足状態 

(６) 排泄の援助 



ア 自然排泄の介助 

イ ポータブルトイレを使用した援助 

ウ 床上での排泄の援助 

エ おむつを使用した援助 

オ 導尿 ※ 

カ 浣腸         

４ 清潔・衣生活の援助技術   ８時間  

１ 人間にとっての清潔の意義を理解する。 

２ 清潔についてアセスメントし，充足する援助方法を理解する。 

３ 身体各部の清潔を保持するための援助技術を習得する。 

４ 衣生活の意義を理解する。 

５ 衣生活についてアセスメントし，充足する援助方法を理解する。 

６ 衣服の清潔を保持する援助技術を習得する。  

１ 清潔の援助技術 

(１) 清潔の意義 

(２) 皮膚・粘膜のメカニズム  

(３) 清潔の観察とアセスメント  

(４) ヘンダーソンにおける清潔の充足状態 

(５) 清潔の援助 

ア 入浴・シャワー浴 

イ 全身清拭 ※ 

ウ 洗髪 

エ 手浴・足浴 

オ 陰部洗浄 

カ 口腔ケア  

２ 衣生活の援助技術 

(１) 衣生活の意義 

(２) 衣類交換の基準 

(３) 衣服選択 

ア 病衣 

イ 履物 

(４) 衣生活の観察とアセスメント 

(５) ヘンダーソンにおける衣生活の充足状態 

(６) 衣生活の援助 

(７) 病衣・寝衣の交換 ※ 

  ア 和式寝衣におけるポイント 

  イ パジャマにおけるポイント 

  ウ 輸液ラインが入っている場合 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅰ 基礎看護学〔３〕基礎看護技術Ⅱ 

医学書院：根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 

備考  



科目区分 専門分野Ⅰ 授業科目 基礎看護学方法論Ⅴ 

講師名 鹿尾 祐子，高橋 史子， 

外 2 名 

実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（30 時間） 開講年次 1 年次 

目的：安全な診療の補助技術に関する基礎的知識・技術を習得し，健康障害や治療の経過に応じ

た看護が展開できる基礎的能力を養う。 

目標：１ 診療の補助における看護の役割を理解し，安全・安楽な診療の補助技術を習得する。 

２ 健康障害・治療の経過に応じた対象の特徴と援助方法を理解する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 診療の補助技術    13 時間 

１ 診療のプロセスと看護の役割及び診療時の援助を理解する。 

２ 検査における看護の役割と，正確に検査及び介助するための技術を理解す

る。 

３ 治療における主要な方法を理解し，安全に実施する基本技術を習得する。  

１ 診療に伴う看護技術 

(１) 診療のプロセス 

(２) 診療における看護の役割 

(３) 診察時の援助 

２ 検査に伴う看護技術 

（１）検査における看護師の役割 

（２）検査を受ける患者への援助   

  ア 検体検査 

   (ｱ) 血液検査 

  (ｲ) 尿検査 

  (ｳ) 便検査 

  (ｴ) 喀痰検査 

  イ 生体検査 

   (ｱ) X 線撮影 

   (ｲ) CT 検査 

   (ｳ) 磁気共鳴画像（MRI） 

  (ｴ) 内視鏡検査 

  (ｵ) 超音波検査 

３ 治療に伴う看護技術 

(１) 呼吸・循環を整える技術 

  ア 吸入 

   (ｱ) 酸素吸入 

   (ｲ) ネブライザー吸入 

イ 吸引 

   (ｱ) 一時的吸引  

・口腔内・鼻腔内吸引 

・気管内吸引 



(ｲ) 持続的吸引 

･ 胸腔ドレナージ 

ウ 生体情報のモニタリング 

(ｱ) 心電図検査 

(ｲ) 心電図モニター 

(ｳ) SPO2 モニター 

(２) 侵襲的処置の介助技術 

  ア 穿刺の介助 

  (ｱ) 胸腔穿刺 

  (ｲ) 腹腔穿刺  

  （ｳ）腰椎穿刺 

  (ｴ) 骨髄穿刺 

イ 洗浄の介助 

(ｱ) 胃洗浄 

(３) 創傷管理の技術 

ア 創傷治癒過程 

イ 創傷処置 

 (ｱ) 創洗浄と創保護 

 (ｲ) 包帯法 

(４) 与薬に伴う看護技術 

 ア 与薬における看護師の役割 

 イ 各与薬方法と看護（効果の観察） 

（ｱ）経口与薬 

（ｲ）口腔内与薬 

（ｳ）直腸内与薬 

（ｴ）点眼・点入, 点耳, 点鼻 

（ｵ）経皮的与薬 

（ｶ）吸入 

（ｷ）注射  静脈内注射※ 

（ｸ）輸血管理 

２ 急性期の看護 ２  

１ 急性期の特徴と看護を理解する。  

１ 急性期の定義 

２ 急性期における看護の特性 

３ 急性期にある患者・家族の特徴 

(１) 患者の特徴 

 ア 身体的特徴 

 イ 心理的特徴 

 ウ 社会的特徴 

(２) 家族の特徴 

４ 急性期治療の特徴と患者・家族への影響 

(１) 治療環境に対する反応 

(２) 患者を取り巻く家族・社会と看護 



ア 意思決定支援 

イ 急性期看護の倫理的側面 

３ 周手術期の看護 ６時間 

１ 周手術期の特徴と看護を理解する。  

１ 周手術期の定義 

２ 手術を受ける患者の特徴 

３ 周手術期における看護師の役割 

４ 手術前の看護 

(１) 術前の看護の役割 

(２) 意思決定の支援 

(３) 手術に向けた身体的・精神的準備 

(４) 手術室への入室 

５ 手術中の看護 

(１) 安全な手術のための環境管理と看護 

(２) 麻酔導入時の援助 

(３) 手術体位の固定時の援助 

(４) 手術中の援助 

(５) 麻酔覚醒時の援助 

６ 手術後の看護  

(１) 術直後のモニタリング：生体反応 

(２) 疼痛管理と創傷管理 

(３) 術後合併症の予防 

(４) 術後回復促進の援助 

(５) 退院に向けた援助 

ア 退院調整 

イ 機能訓練とセルフケア能力の獲得 

ウ ボディイメージの変化に対する受容支援 

４ 回復期の看護    ２時間 

１ 回復期の特徴と看護を理解する。  

１ 回復期の定義 

２ 回復期における看護の特性 

３ リハビリテーションの理解 

(１) リハビリテーションの概念 

(２) 障害の構造 

４ 回復期にある患者・家族の特徴 

 (１) 患者の特徴 

  ア 身体的特徴 

  イ 心理的特徴 

  ウ 社会的特徴 

 (２) 家族の特徴 

５ 回復期にある患者への看護援助 

(１) リハビリテーションの基本的アプローチ 

（２）日常生活動作・活動範囲拡大に向けた援助 



（３）障害の受容と心理的葛藤への支援 

（４）社会参加への支援 

（５）家族の障害受容とソーシャルサポート 

５ 慢性期の看護    ２時間 

１ 慢性期の特徴と看護を理解する。  

１ 慢性期の定義 

２ 慢性期の疾病経過の特徴 

（１）疾病の特徴 

（２）治療の特徴 

３ 慢性期にある患者・家族の特徴 

（１）患者の特徴 

ア 身体的特徴 

イ 心理的特徴 

ウ 社会的特徴 

（２）家族の特徴 

４ 慢性期にある患者への看護援助 

(１) 慢性期の患者の QOL 

(２) 慢性期の患者の生活支援 

   ア セルフケア能力と自己管理への支援 

  イ アドヒアランスや主体性の尊重 

(３) 慢性期の患者・家族の援助 

 ア 患者・家族の抱える問題 

 イ 退院調整と多職種連携 

ウ 医療費助成制度の活用 

６ 終末期の看護      ４時間 

１ 終末期の概念と看護の特徴を理解する。 

２ 終末期にある対象と家族の援助の必要性と方法を理解する。  

１ 人間にとっての死 

(１) 生命活動の停止と死の判定 

(２) 脳死の定義 

(３) 死の受容過程 

ア キューブラー・ロス 

(４) 死の受容過程への援助 

(５) 死にまつわる考え方 

ア リビングウィル 

イ 尊厳死 

ウ DNAR 

２ 終末期の定義 

３ 終末期ケアの３つの概念 

(１) 緩和ケア 

(２) ホスピスケア 

(３) ターミナルケア 

４ 終末期にある対象の療養の場 



(１) 一般病棟 

(２) ホスピス 

(３) 在宅 

５ 終末期にある患者への看護援助 

(１) 終末期にある対象の QOL 

 (２) 身体的苦痛の緩和 

ア 身体的特徴 

イ 身体症状に対する具体的援助 

ウ 疼痛コントロールの実際 

(３) 精神的・社会的・霊的苦痛の緩和 

ア 精神的・社会的・霊的苦痛の特徴 

イ 精神的・社会的苦痛に対する具体的援助 

(４) 家族への援助 

ア 終末期にある対象の家族の特徴 

イ 家族のニードと充足 

ウ 予期的悲嘆への援助 

エ 遺族ケアの提供 

６ 臨終・死亡時の援助 

(１) 臨終前・臨終間近の援助 

(２) 死後の援助 

ア 死後の身体の変化 

イ 死後ケア(エンゼルメイク) 

評価方法 筆記試験 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅰ 基礎看護学〔３〕基礎看護技術Ⅱ 

医学書院：根拠と事故防止からみた基礎・臨床看護技術 第２版 

医学書院：専門分野Ⅰ 基礎看護学〔４〕臨床看護総論 

医学書院：別巻 臨床外科看護総論 

医学書院：専門分野Ⅰ 基礎看護学〔４〕臨床看護総論 

医学書院：専門分野Ⅰ 基礎看護学〔４〕臨床看護総論 

ヌーヴェルヒロカワ：緩和・ターミナルケア看護論 第２版 

備考  

 
 
 
 
 
 
 
 



科目区分 専門分野Ⅰ 授業科目 基礎看護学方法論Ⅵ 

講師名 宍戸 裕子 実務経験の有無 有 

単位数(時間) １単位（15 時間） 開講年次 1 年次 

目的：対象の状態にあわせて必要な看護技術を適用するための方法を習得する。 

目標： １ 対象の状態を判断し，必要な看護技術を選択する。 

２ 対象の状態を考慮した個別性のある計画を立案する。 

３ 対象の反応を捉えながら実施し，評価する。 

授業計画（回） 講義内容 

 １ 看護技術とその適用過程    ２時間 

１ 看護技術とその適用過程を理解する。 

２ 適用過程の各段階の特徴を理解する。  

１ 看護技術とは 

２ 看護技術の特徴 

３ 看護技術と個別性 

４ 看護技術の適用過程の段階と特徴 

(１) 対象に応じた看護技術の選択と工夫の解釈・判断 

ア 看護技術の選択に必要な情報と解釈・判断 

イ 個別性と看護技術の工夫に必要な情報と解釈・判断 

(２) 計画の立案 

ア 実施による成果・効果の意識化と適切な方法の選択 

イ 安全・安楽・自立・経済性の考慮 

ウ 個別性の考慮 

エ 計画の具体的記述 

(３) 計画に基づく実施 

ア 実施可能か否かの判断 

イ 対象の反応に応じた実施 

ウ 安全・安楽への配慮 

エ 自立への配慮 

オ 経済性への配慮  

カ 効果をあげるための配慮 

(４) 看護技術の成果の評価 

ア 成果の判断 

イ 必要性の判断の妥当性 

ウ 方法の選択・個別性を考慮した計画の妥当性 

エ 実施の妥当性（安全・安楽・自立・ 

経済性を考慮した実施の振り返り） 

オ フィードバック 

２ 事例を用いた看護技術の適用過程の展開     12 時間 

１ 対象の個別性を考慮した看護技術を選択し，具体的な計画を立案する。 

２ 計画に基づき実施し，評価を経て，より個別性のある看護技術を理解する。

 １ 事例における個別性の読み取り 

２ 看護技術の必要性の明確化 

３ 対象の個別性をふまえた計画立案 ※ 



４ 計画に基づく実施 ※ 

５ 評価 

評価方法 レポート 

テキスト 医学書院：専門分野Ⅰ 基礎看護学〔２〕基礎看護技術Ⅰ 

医学書院：専門分野Ⅰ 基礎看護学〔３〕基礎看護技術Ⅱ 

備考  

 


